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令

和

8

年

度

一

般

会

計

予

算

2
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
水
谷
た
か
こ
委
員

長
）
に
付
託
し
、
3
月
9
日
、
10
日
、

11
日
、
12
日
、
13
日
、
16
日
、
18
日

の
計
7
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

3
月
18
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

3
月
23
日
の
本
会
議
で
は
議
員
か

ら
市
長
に
対
し
、
予
算
の
内
容
の
変

更
を
求
め
る
2
件
の
組
替
え
動
議
が

提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
1
件
の
組
替

え
動
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
提
案
内
容
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
お
い
て
、
委
託
事
業
の
目
的
、

プ
ロ
セ
ス
、
成
果
の
取
扱
い
が
不
明

確
な
事
業
に
公
金
を
投
じ
る
こ
と
に

は
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
し

て
、
都
市
計
画
事
務
に
要
す
る
経
費

の
う
ち
都
市
計
画
道
路
に
係
る
調
査

研
究
支
援
委
託
料
（
435
万
6
千
円
）

を
減
額
し
、
予
備
費
（
5
千
334
万
7

千
円
）
に
充
て
る
も
の
で
す
。

市
長
か
ら
こ
の
組
替
え
動
議
の
内

容
に
即
し
た
補
正
予
算
を
令
和
8
年

度
第
2
回
定
例
会
に
提
出
す
る
旨
の

表
明
が
あ
っ
た
後
、
原
案
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

組
替
え
動
議
に
対
す
る

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

都
道
3
・
4
・
11
号
線
に
関
す
る

調
査
委
託
は
、
昨
年
9
月
の
市
長
報

告
で
「
一
定
の
環
境
へ
の
影
響
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
影
響
を
軽
減

し
て
、
で
き
る
限
り
こ
の
貴
重
な
自

然
環
境
を
守
る
」
と
述
べ
た
こ
と
を

実
現
す
る
も
の
だ
。
施
行
主
体
で
あ

る
東
京
都
が
行
う
概
略
設
計
の
結
果

を
受
け
、
地
元
自
治
体
で
あ
る
小
金

井
市
の
視
点
で
意
見
を
届
け
る
た
め
、

専
門
家
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。
組
替
え
動
議
に
賛
成
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
組
替
え
動
議
可
決

後
の
一
般
会
計
予
算
に
反
対
す
る
姿

勢
は
責
任
あ
る
態
度
と
は
言
え
な
い
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
の
第
1
は
、
国
保
税

増
税
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
に
冷
た
い

か
ら
で
あ
る
。
組
替
え
動
議
で
示
し

た
市
民
生
活
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
第
2
に
、
庁
舎
等
建
設

費
が
44
億
円
も
増
え
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
検
討
を
行
な

わ
ず
、
今
後
の
市
民
生
活
に
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で

あ
る
。
第
3
に
、
社
会
教
育
施
設
で

あ
る
公
民
館
の
有
料
化
が
行
な
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
第
4
に
、
障
害
者

交
通
手
当
な
ど
制
度
見
直
し
の
中
で

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
市

民
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
要
旨
）

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

地
域
の
課
題
解
決
へ
、
会
派
み
ら

い
の
こ
が
ね
い
の
要
望
が
随
所
に
予

算
化
さ
れ
た
点
を
評
価
す
る
。
一
方
、

事
業
構
築
や
議
会
へ
の
情
報
共
有
の

在
り
方
に
は
課
題
が
あ
る
。
は
け
の

森
美
術
館
事
業
運
営
の
方
向
性
に
不

透
明
感
が
あ
り
、
民
意
形
成
手
段
の

検
討
を
。
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
委
託

料
増
額
に
係
る
経
過
の
報
告
遅
れ
も

問
題
と
し
、
改
善
を
強
く
求
め
る
。

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
の

早
期
建
設
の
必
要
性
、
市
民
の
利
便

性
向
上
や
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
よ

る
効
果
等
を
、
市
報
等
で
広
く
周
知

す
る
こ
と
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
／
情
報
）

①
庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
事
業
。

4
年
前
の
前
市
長
在
任
時
に
は
123
億

円
だ
っ
た
総
事
業
費
が
242
億
円
に
倍

増
す
る
状
態
を
放
置
し
、
設
計
の
見

直
し
に
よ
る
大
幅
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

背
を
向
け
て
い
る
。
②
増
税
、
値
上

げ
、
有
料
化
な
ど
市
民
負
担
増
を
続

出
さ
せ
な
が
ら
、
市
役
所
職
員
の
人

件
費
を
無
秩
序
に
増
大
さ
せ
て
い
る
。

③
白
井
版
新
た
な
廃
園
条
例
が
強
行

採
決
さ
れ
、
現
在
、
く
り
の
み
保
育

園
と
さ
く
ら
保
育
園
の
段
階
的
縮
小

が
続
き
、
小
金
井
、
わ
か
た
け
、
け

や
き
保
育
園
の
募
集
人
数
も
大
幅
減

と
な
っ
て
い
る
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
要
旨
）

河
野
麻
美
（
自
由
民
主
党
）

我
が
会
派
が
こ
れ
ま
で
要
望
し
て

い
た
ワ
ク
チ
ン
助
成
や
公
衆
喫
煙
所

設
置
、
上
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

等
の
予
算
反
映
は
評
価
す
る
。
一
方
、

実
効
性
を
欠
く
稼
ぐ
自
治
体
の
掲
示

や
不
透
明
な
指
定
管
理
委
託
、
公
費

投
入
の
妥
当
性
等
、
依
然
と
し
て
多

く
の
課
題
が
残
る
。
特
に
組
替
え
動

議
を
招
い
た
道
路
調
査
研
究
支
援
委

託
費
に
つ
い
て
は
、
事
業
構
築
の
甘

さ
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
か
ら
看
過

で
き
な
い
。
将
来
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
財
政
運
営
と
市
民
生
活
を
最

優
先
と
し
た
責
任
あ
る
市
政
運
営
に

当
た
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論
（
要
旨
）

村
上
よ
う
す
け
（
れ
い
わ
新
選
組
）

不
登
校
支
援
に
お
い
て
、
一
貫
し

て
要
望
し
て
き
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
学
校
以
外
の
多
様
な
学
び
の
場
の

た
め
の
予
算
が
不
十
分
で
あ
る
。
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
校
配
置

や
新
た
な
東
中
学
校
の
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
ク
ラ
ス
」
設
置
は
評
価
す
る
が
、

「
も
く
せ
い
教
室
」
等
既
存
取
組
を

含
め
て
も
、
支
援
対
象
者
は
不
登
校

児
童
生
徒
の
一
部
に
限
ら
れ
、
75
％

が
ほ
ぼ
自
宅
の
み
で
過
ご
し
て
い
る
。

当
事
者
か
ら
要
望
の
多
い
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
学
校
以
外
の
多
様
な
学
び

の
場
や
訪
問
型
支
援
等
の
拡
充
が
必

要
。
よ
っ
て
本
議
案
に
反
対
す
る
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

組
替
え
動
議
可
決
後
の
市
長
発
言

を
踏
ま
え
、
原
案
に
対
し
賛
成
す
る
。

我
々
が
市
民
の
方
の
ご
意
見
を
代
弁

し
て
き
た
内
容
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
部
分
は
評
価
を
す
る
。
制
度
変
更

に
伴
う
障
害
者
交
通
手
当
は
、
大
き

く
利
便
性
が
向
上
す
る
一
方
、
制
度

の
変
更
が
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

の
、
暮
ら
し
や
社
会
参
加
へ
の
ハ
ー

ド
ル
と
な
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
追
加
予
算
に
つ
い
て
、
原
因

を
理
事
者
間
で
重
く
受
け
止
め
、
教

訓
を
庁
内
の
指
定
管
理
者
選
考
に
十

分
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論
（
要
旨
）

藤
川
賢
治
（
見
え
る
化
）

新
た
に
予
防
接
種
費
に
妊
婦
向
け

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
早
産
リ
ス
ク
を
周
知

し
な
い
ま
ま
の
予
算
化
に
反
対
す
る
。

妊
婦
は
免
疫
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
な

時
期
で
あ
り
、
定
期
接
種
は
前
例
が

無
い
。
早
産
増
で
治
験
中
止
に
な
っ

た
ワ
ク
チ
ン
も
あ
る
。
認
可
さ
れ
た

も
の
も
接
種
す
る
と
有
意
差
な
し
だ

が
、
全
体
で
の
早
産
は
2
割
増
、
28

週
〜
32
週
で
は
早
産
が
4
割
増
で
有

意
差
が
あ
る
。
他
国
で
は
早
産
が
多

い
週
で
は
推
奨
さ
れ
ず
リ
ス
ク
も
文

書
で
明
示
し
て
あ
る
。論
文
は
、全
体

で
の
入
院
減
少
も
示
せ
な
か
っ
た
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
（
要
旨
）

清
水
学
（
自
民
街
仲
）

自
民
党
・
街
の
仲
間
た
ち
と
し
て

提
案
し
た
組
替
え
動
議
が
可
決
し
、

市
長
か
ら
動
議
に
即
し
た
補
正
予
算

を
次
回
定
例
会
に
提
出
す
る
発
言
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
賛
成

す
る
。
い
よ
い
よ
令
和
10
年
度
整
備

の
状
況
が
見
え
て
き
た
駅
前
公
園
を

含
む
東
小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整

理
事
業
、
市
営
自
転
車
駐
車
場
の
待

望
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
武
蔵
小

金
井
駅
北
口
再
開
発
事
業
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
24
時
間
利
用
で
き
る
環
境
整
備
、

上
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
、

小
中
学
校
で
の
応
援
医
対
応
等
の
予

算
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
捉
え
る
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論
（
要
旨
）

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

井
戸
水
等
水
質
検
査
委
託
料
、
気

候
市
民
会
議
関
係
経
費
等
の
予
算
化

は
評
価
し
て
い
る
が
、
今
回
は
反
対

す
べ
き
と
判
断
し
た
。
第
一
副
市
長

に
は
、
理
事
者
、
事
務
方
の
ト
ッ
プ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
委

員
長
と
し
て
の
職
責
を
果
た
す
よ
う

強
く
求
め
る
。
都
市
計
画
道
路
に
係

る
調
査
研
究
支
援
委
託
料
は
、
組
替

え
動
議
の
可
決
に
よ
り
市
長
が
削
る

こ
と
を
約
束
し
た
が
、
こ
の
経
費
を

削
る
と
い
う
こ
と
は
、
都
の
言
う
ま

ま
に
進
め
る
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と

に
な
る
。
地
方
自
治
、
地
方
主
権
の

観
点
か
ら
も
行
う
べ
き
だ
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

本
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
円
滑
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
に
、
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
税
額
を
改
定
す
る
も

の
で
す
。

2
月
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

厚
生
文
教
委
員
会
（
沖
浦
あ
つ
し
委

員
長
）
に
付
託
し
、
3
月
4
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

3
月
23
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

軽
減
判
定
の
対
象
が
広
が
る
こ
と

に
つ
い
て
は
良
か
っ
た
が
、
そ
の
他

の
所
得
割
の
税
率
の
引
き
上
げ
、
均

等
割
額
の
引
き
上
げ
、
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
、
子
ど
も
子
育
て
支
援

分
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、
全
体
と
し

て
約
2
億
円
の
市
民
負
担
増
で
あ
る
。

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
1
万

511
円
の
負
担
増
の
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
市
は
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
金
を
1
億
円
減
額
し

て
い
る
。
市
が
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
を
減
ら
す
こ
と
に
よ

り
、
加
入
者
の
保
険
税
負
担
が
増
え

て
お
り
問
題
で
あ
る
。

公

民

館

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

本
条
例
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日

か
ら
公
民
館
に
お
い
て
使
用
料
を
徴

収
す
る
こ
と
に
伴
い
、
公
民
館
の
利

用
者
区
分
ご
と
の
使
用
料
や
使
用
料

減
額
ま
た
は
免
除
に
関
す
る
規
定
を

新
設
す
る
も
の
で
す
。

2
月
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

厚
生
文
教
委
員
会
（
沖
浦
あ
つ
し
委

員
長
）
に
付
託
し
、
3
月
4
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
同
日

の
委
員
会
で
は
本
条
例
を
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
を
諮
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
否
決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い
て

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

3
月
23
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

社
会
教
育
法
第
20
条
で
は
、
公
民

館
は
、「
住
民
の
教
養
の
向
上
、
健

康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、

生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
本
議
案
は
こ

の
目
的
に
反
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
第
33
期
公
運
審
の
答
申
で

も
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
教
育

の
機
会
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

社
会
教
育
団
体
等
は
無
料
だ
が
、
圧

倒
的
多
数
の
団
体
が
有
料
化
さ
れ
公

平
性
に
欠
け
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

公
民
館
の
受
益
者
は
地
域
や
行
政

で
あ
り
、
本
来
は
無
料
で
あ
る
べ
き
。

有
料
化
に
は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
民
や
利
用
者
団
体
と
真

摯
に
協
議
し
提
案
さ
れ
た
経
緯
を
ふ

ま
え
、
本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。
条

例
に
「
減
免
」
だ
け
で
な
く
「
無
料
」

の
枠
組
を
入
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

社
会
教
育
団
体
の
基
準
作
り
と
、
有

料
化
導
入
後
の
検
証
は
、
市
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
事
を
求
め
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
／
情
報
）

社
会
教
育
は
個
人
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

観
点
か
ら
受
益
者
は
「
社
会
全
体
」

と
言
え
る
。
条
例
の
審
議
や
答
弁
は
、

誰
で
も
使
え
る
公
民
館
を
目
指
し
無

料
の
原
則
を
掲
げ
る
三
多
摩
テ
ー
ゼ

の
精
神
に
反
し
て
い
る
。
有
料
化
に

関
す
る
市
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ
は

利
用
者
に
行
き
渡
っ
て
お
ら
ず
、
議

事
録
が
非
公
開
の
た
め
、
参
加
者
の

意
見
を
把
握
で
き
な
い
。
小
金
井
の

公
民
館
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る

条
例
で
、
こ
れ
ま
で
市
民
と
職
員
と

共
同
で
育
ん
で
き
た
社
会
教
育
の
あ

り
方
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。


